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2１ 「新中央図書館」整備基本構想の概要

■情報拠点の核とは

○１人でも多くの市民に利用してもらうために利便性の向上をはかる
○図書館にかかわるボランティア活動の活性化をはかる

○大学図書館や近隣の公立図書館，福祉団体やビジネス関連機関と連携・
協力を行う

○地域情報・ボランティア等の活動情報を集約し，提供する

○新中央図書館は図書館網の頭脳として分館をバックアップし，分館は図
書館サービス提供の最前線基地とする
○新中央図書館は多様な情報資料の提供拠点とし，分館は地域ニーズにそ
った資料を提供する

○新中央図書館はイベントの企画立案・ボランティアの育成拠点とし，分
館はイベントの実施・ボランティアの活動拠点とする

｢市民｣をつなぐ

｢資源｣をつなぐ

｢分館｣をつなぐ

人が集う

知を育む

活動を生む

柏のパワーをつくり出す



3２ 立地候補地
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国際学術研究都市 

づくり推進地域 

図書館法第１８条の規定に基づき定められた公立図書館の設置及び運営
上の望ましい基準において,公立図書館の設置に当たっては,サービス対
象地域の以下の項目を勘案し検討をすることが努力義務として課せられ
ている。
①人口分布と人口構成
②面積
③地形
④交通網等

図書館法第１８条の規定に基づき定められた公立図書館の設置及び運営
上の望ましい基準において,公立図書館の設置に当たっては,サービス対
象地域の以下の項目を勘案し検討をすることが努力義務として課せられ
ている。
①人口分布と人口構成
②面積
③地形
④交通網等

図書館法に基づいた立地選定の基準

図書館ネットワークの中心を担うことから，他施設と連携
しやすい立地が望ましい。

⑧連携

用地費，建築工事費や補助金の可能性など，事業費負担が
少ない方が望ましい。

⑦財政負担

土地の取得が容易で，他事業との関連でスケジュールに余
裕があることが望ましい。

⑥用地の取得難易
度

柏市第四次総合計画上のまちづくり方針に即していること
が望ましい。

⑤都市計画等の位
置付け

やすらぎの場として緑が多くくつろげる場所が望ましい。
また，日常的に利用しやすい場所への立地が望ましい。

④周辺環境

高齢者等を含めたより多くの人に利用してもらうためには，
交通至便な地域に立地することが望ましい。

③交通アクセス

利用者のニーズに応えるためには，一定規模の敷地で設計
の自由度が高い敷地を確保できることが望ましい。

②敷地

図書館は基本的には市民に来館してもらい，サービスを提
供する施設であるため，多くの利用者が見込める立地が望
ましい。

①人口

新中央図書館の立地選定に係る指標



4３ 立地選定の基本方針

市民
の視点

行政
の視点

「新中央図書館」整備基本構想にて示された基
本的考え方で示された、「市民に身近で安らげ
る情報拠点」を実現できる立地を選定する。

財政面のメリットや各種行政課題への対応
が可能な立地を選定する。

→← 相対的評価基準絶対的評価基準

市民の利便性

財政負担 あしたをつなぐ

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

評価指標基本的な考え方

■基本構想を踏まえた立地選定にあたっての視点

・柏市が主体となって市民に提供する行政サービスを総合的に評価する。⇒ 「市民の視点」
・柏市の政策と財政負担を踏まえた総合的な評価をする。 ⇒ 「行政の視点」

「絶対的な評価基準」と「相対的な評価基準」で選定

【絶対的基準】
定量的に確定的（推計値は含まない）
な数値を適正値として絶対的に評価す
る。

【相対的基準】
定量的或いは定性的な状況を，相互に
比較し相対的に評価する。

市民の視点

行政の視点

財政負担

あしたをつなぐ

②敷地 設計自由度

アプローチ

周辺環境・バリアフリー

⑥用地の取得難易度

④周辺環境

⑧連携

⑤都市計画等の位置付け

分館との距離

絶対的基準 相対的基準 ８つの指標 評価項目

用地取得費

施設整備費等

事業スケジュール

①人口

③交通アクセス

上位計画との整合性

⑦財政負担

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

①人口

③交通アクセス

⑧連携

サービス対象人口

交通網

市民の利便性

立地選定におけ
る評価項目

■立地選定にあたっての基本方針に基づく評価項目と８つの指標の関係図



5４ 立地候補地の比較検討ー１ 市民の視点から見た評価（絶対的評価）

行政の視点

財政負担

あしたをつなぐ

②敷地 設計自由度

アプローチ

⑥用地の取得難易度

④周辺環境

⑧連携

⑤都市計画等の位置付け

分館との距離

絶対的基準 相対的基準 ８つの指標 評価項目

用地取得費

施設整備費等

事業スケジュール

①人口

③交通アクセス

上位計画との整合性

⑦財政負担

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

①人口

③交通アクセス

⑧連携

サービス対象人口

交通網

市民の利便性

市民の視点

立地選定に
おける評価
項目

周辺環境・バリアフリー

■評価の観点

■算出方法の概要

■評価結果

■（例）柏駅周辺での移動時間・距離（公共交通機関利用を想定）

市民の利便性について着目

・市民の利便性－アプローチ
（利用者の交通費，利用者の機会費用）
対象施設を利用する人々が支出する交通費などの費用と，移動のために費やす時間を費

用に換算し，それらを合算し旅行費用を求める（トラベル・コスト法）ことによって，利
用者の移動に要する費用を評価する。

・人々が支出する交通費などの費用に関しては，自家用車の場合は「走行距離×走行
費用原単価」，公共交通の場合は「各運賃」にて算出する。
・利用のために費やす時間に関しては，「移動時間×時間価値」にて算出している。
時間価値は，国民所得を労働時間で除した値である。
・今回の算定にあたり，図書館への来館者数を「年間100万人（市民１人あたり2.6
回）」と想定して算出を行った。
・人口集積単位としては，「小学校校区」を採用した。

自
家
用
車

公
共
交
通

走行距離
走行費用原単位
[16.32円／台・km]

時間価値
[35.6円／分]

移動時間

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト

実交通費
電車：各運賃
バス：区間180円

※

時間価値
[35.6円／分]

移動時間

ト
ラ
ベ
ル
コ
ス
ト

646
474

329 301 303

771

538

504
467 415

718
768

832

1,012

1,417

0

200

400
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

自家用車 公共交通

総合評価 △ △ ○ ◎◎

※◎：800百万円以下，
○：800百万円より大きく1,000百万円以下
△：1,000百万円より大きい

 
Ａ

北柏駅

Ｂ

Ｃ

Ｄ

電車

Ｅ

移動[西⇔東]
　　　[駅構内]
2分：（１００ｍ）

待時間
８分：（ﾎｰﾑ）

移動[柏⇔北柏]
2分

移動[徒歩]
８分：（450ｍ）

移動[徒歩]
13分：（680ｍ）

柏の葉キャンパス駅

移動[徒歩]
14分：（750ｍ）

移動[バス]
16分：（６．６km）

待時間
10分：（ﾊﾞｽ停）

西口ﾊﾞｽ停

東口ﾊﾞｽ停

移動[徒歩]
7分：（350ｍ）

移動[徒歩]
15分：（820ｍ）

移動[西⇔東]
2分：（１００ｍ）

移動[南⇔北]
2分：（１００ｍ）

柏駅周辺での移動時間・距離合計1,746円

合計913円

合計605円

合計534円

合計320円

※バス料金：厳密には区間距離により料金が異なるが，簡易概算のため一律180円と想定。

71円

356円

570円
＋180円（バス代）

71円

498円

285円 71円
＋130円（電車
代） 71円

285円

534円

463円

249円

(百万円)



6５ 立地候補地の比較検討ー２ 行政の視点から見た評価（絶対的評価）

立 地 選定
に お け る
評価項目

②敷地 設計自由度

アプローチ

周辺環境・バリアフリー④周辺環境

⑧連携 分館との距離

絶対的基準 相対的基準 ８つの指標 評価項目

用地取得費

施設整備費等

①人口

③交通アクセス

⑦財政負担

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

①人口

③交通アクセス

⑧連携

サービス対象人口

交通網

行政の視点

市民の利便性

市民の視点

⑤都市計画等の位置付けあしたをつなぐ
上位計画との整合性

事業スケジュール

⑥用地の取得難易度
財政負担

■評価の観点

■総事業費の詳細内訳

市の財政負担について着目

・用地取得費：土地又は床の取得費用
・建設費 ：建築工事及び内装工事費，駐車場建築工事費
・設備費 ：家具調度費，初期図書購入費，システム整備費
・その他 ：候補地ごとにかかる特別費用（例：Dであれば体育館移設工事費）
柏市の現在の財政状況を踏まえると，図書館建設にあたっては，市の財政負担が少ない立
地が好ましいと言える。これより，図書館建設に係る「用地取得費」及び「施設整備費
等」の合計値によって評価する。

■評価結果

■図書館の運営・維持にかかる年間ランニングコストについて
A･B･C･D：岡崎市の事例を参照（699百万円/7,985㎡=87,540円/㎡）

E ：再開発複合ビルへの図書館整備として川口市の事例を参照（707百万円/8,800㎡=80,340円/㎡）

用地取得費：１，０８４～１，２４２百万円
【97,108円/㎡×(11,000～12,600)㎡×1．015】

建築工事費：
２，８９８百万円～３，３１２百万円

【(7,000㎡～8，000㎡)×414千円/㎡】

駐車場建築工事費：１０百万円
【50台×200千円/台】

家具調度費：２１０百万円～２４０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×30千円/㎡】

初期図書購入費：１，４２５百万円
【570,000冊×2.5千円/冊】

システム整備費：７０百万円～８０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×10千円/㎡】

※２フロアの施設構成を想定
※敷地５，８３３㎡～６，６６６㎡を想定

用地取得費：１，２４２百万円
【163,462円/㎡×7481.71㎡×1．015】

建築工事費：
２，８９８百万円～３，３１２百万円

【(7,000㎡～8，000㎡)×414千円/㎡】

駐車場建築工事費：１０百万円
【50台×200千円/台】

家具調度費：２１０百万円～２４０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×30千円/㎡】

初期図書購入費：１，４２５百万円
【570,000冊×2.5千円/冊】

システム整備費：７０百万円～８０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×10千円/㎡】

建築工事費：９５３百万円
【2,300㎡×414千円/㎡】

家具調度費：６９百万円
【2,300㎡×30千円/㎡】

初期図書購入費：１，４２５百万円
【570,000冊×2.5千円/冊】

システム整備費：２３百万円
【2,300㎡×10千円/㎡】

・解体撤去費：６９百万円
【2,300㎡×30千円/㎡】

・図書等移転作業費：48百万円
【28.5万冊を移転・保管（３年間）】

保留床取得費：
３，０００～３，３００百万円

内装工事費：１，０５０百万円～１，２００百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×150千円/㎡】

駐車場費：438百万円（Ｅ街区保留床取得費）
【50台×8750千円/台】

家具調度費：２１０百万円～２４０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×30千円/㎡】

初期図書購入費：１，４２５百万円
【570,000冊×2.5千円/冊】

システム整備費：７０百万円～８０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×10千円/㎡】

建築工事費：２，８９８～３，３１２百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×414千円/㎡】

駐車場建築工事費：１０百万円
【50台×200千円/台】

家具調度費：２１０百万円～２４０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×30千円/㎡】

初期図書購入費：１，４２５百万円
【570,000冊×2.5千円/冊】

システム整備費：７０百万円～８０百万円
【(7,000㎡～8，000㎡)×10千円/㎡】

・解体撤去費：５３百万円
【1,043㎡×30千円/㎡＋325㎡×30千円/㎡
＋5,822㎡×2千円/㎡】

・体育館移設工事費：１，８３０百万円
※「柏中学校整備基本計画」より

候補地Ａ：柏北部中央地区
５，６９７百万円～６，３０９百万円

候補地Ｃ：現柏市立図書館本館跡地
２，５８７百万円
（自用地価格：373百万円は除く）

候補地Ｅ：柏駅東口D街区第一地区
６，１９３百万円～６，６８３百万円

候補地Ｄ：柏市立柏中学校内
６，４９６百万円～６，９５０百万円

（自用地価格：1,697百万円は除く）

従前地 従前地

候補地Ｂ：北柏駅北口区画整理事業
５，８５５百万円～６，３０９百万円

５，１７５百万円（機能移転費を含めた場合）
・機能移転作業費：２，５８８百万
(8,000-2,300) ㎡×（414+30+10）百万円

増床面積

1,745 1,745 1,517 1,745 1,745

117

1,273

3,322 3,322

953

3,322

1,638

1,242 1,242

2,475

2,588

6,309 6,309

5,175

6,340

5,858

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

A B C D Ｅ

百
万
円

設備費 その他 建設費 用地取得費 交付金削減分 機能移転費

0

500

0

700 700

200

700 640

0

500

1000 年間運営・維持管理（機能移転分）

年間運営・維持管理費

【一般財源負担】
建中負担 2,886 2,886 2,638 2,894 2,773 (百万円)
開館後負担 871 871 827 873 794 (百万円/年)

設備費

その他

建設費

用地取得費
（保留床取得費）

機能移転費

まち交
交付額
825百万円

保留床取得費
計３，３００

総合評価 ○ ○ ○ ○ ○

※交付対象の「地域交流セン
ター」該当を5,000㎡と仮定し、
当該保留床取得費の4割を交
付として想定

建設費等の75％に起債充当（20年）を仮定し，建中負担及び開館後以降の負担について積算している。開館後
以降には，運営・維持管理費と起債償還額を合算している。但し，起債償還額に利子分は含んでいない。

体育館移設交付額610百万円



7６ 立地候補地の比較検討ー３ 市民の視点から見た評価（相対的評価）

行政の視点

財政負担

あしたをつなぐ

②敷地 設計自由度

アプローチ

⑥用地の取得難易度

④周辺環境

⑧連携 分館との距離

絶対的基準 相対的基準 ８つの指標 評価項目

用地取得費

施設整備費等

事業スケジュール

①人口

③交通アクセス

上位計画との整合性

⑦財政負担

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

①人口

③交通アクセス

⑧連携

サービス対象人口

交通網

市民の利便性

市民の視点

立地選定
における
評価項目

周辺環境・バリアフリー

■評価の観点

■評価結果

「新中央図書館」整備基本構想の基本的考え方で示された「市民に身近で安らげる
情報拠点」として新中央図書館を実現するため，「市民への身近さ」と「市民が安
らげること」を評価の観点とする。

「市民へ身近さ」の観点として，用地の周囲により多くの人口が集中していること
【人口】，最寄りの鉄道駅及びバス停からの距離がより短いこと【交通アクセス】，
鉄道駅からの歩行空間が人にやさしいつくりであること【バリアフリー】が好まし
い。また，地域サービスの最前線基地となる分館での市民サービスを恒常的に維持
するため，新中央図書館が図書資料流通のハブとなって，地域ニーズにそった資料
を分館に適切かつ早急に分配・配送するための時間はできるだけ短時間とすること
が望ましいことから，分館と新中央図書館との距離の総和が短いこと【連携】が好
ましい。

「市民が安らげること」の観点として，市民がゆったりと過ごすために十分な床面
積を確保しながら，館内の案内のわかりやすさを高めるため，できるだけ少ない階
層で図書館内部の空間を十分に確保できること【床】，市民が散歩などを楽しむた
めに図書館の周囲に緑地等（自然，公園）が近接していること【周辺環境】が好ま
しい。
これより，新中央図書館のコンセプトに着目し，総合的に評価する。

新中央図書館のコンセプトに着目

◎○○△△総合評価

◎：段差が0ｍかつ非全天300m以下かつ歩道なし5ｍ以下
○：段差が0ｍかつ非全天500ｍ以下かつ歩道なし20ｍ以下
△：非全天1,000ｍ以下かつ歩道なし20ｍより長い

◎△△△○評価

3.641.093.6180.613.2歩道なし[ｍ]

113.4437.0774.0327.6314.4非全[ｍ]

0.015.30.026.70.0段差[ｍ]

バ
リ
ア
フ
リ
ー

◎：距離が85ｋｍ以下 ○：距離が100ｋｍ以下85ｋｍより長い

△：距離が100ｋｍより長い

◎◎◎○△評価

77 km81 km76 km97 km112 km
分館との
総和距離

連
携

◎：自然及び都市公園の双方が隣接している ○：自然及び都市公園のいずれかが隣接している

△：自然及び都市公園のいずれも隣接していない

△◎◎△○評価

無有有無無
都市公園
（隣接）

無
柏中学校
校庭

諏訪神社
の森

無調整池
自然
（隣接）

周
辺
環
境

◎：鉄道駅・バス停からともに400ｍ以下（徒歩5分以内）で到達
○：鉄道駅・バス停のいずれからか400ｍ以下（徒歩5分以内）で到達
△：鉄道駅・バス停からともに400ｍ以上（徒歩5分以上）で到達

◎○○○○評価

100ｍ0ｍ300ｍ360ｍ300ｍバス停

256ｍ568ｍ789ｍ388ｍ344ｍ駅
交
通
ア
ク
セ
ス

◎：8,000㎡が2フロアに確保できる ○：8,000㎡が3フロアに確保できる
△：8,000㎡が確保できない

◎◎△○◎評価

２フロア２フロア
面積の確保
は困難

３フロア２フロア設計自由度

床

◎：20万人より多い ○：20万人以下15万人より多い
△：15万人以下

◎○○△△評価

無無無

柏都市計画事業
北柏駅北口土地
区画整理事業内
で1,350人増加
予定

一体型特定土
地区画整理事
業内で26,000
人増加予定

周辺地域の計
画人口の増加

226,409人190,932人182,725人130,704人58,327人
サービス対象
人口

人
口

ＥＤＣＢＡ評価項目

⑤都市計画等の位置付け

◎：◎が４つ以上，○：◎が２～３つ，△：◎が０～１つ
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立 地 選定
に お け る
評価項目

②敷地 設計自由度

アプローチ

周辺環境・バリアフリー④周辺環境

⑧連携 分館との距離

絶対的基準 相対的基準 ８つの指標 評価項目

用地取得費

施設整備費等

①人口

③交通アクセス

⑦財政負担

市民をつなぐ
資源をつなぐ
分館をつなぐ

①人口

③交通アクセス

⑧連携

サービス対象人口

交通網

行政の視点

市民の利便性

市民の視点

⑤都市計画等の位置付けあしたをつなぐ
上位計画との整合性

事業スケジュール

⑥用地の取得難易度

財政負担

■評価の観点

事業の熟度に着目（２１年度着手）

上位計画との整合性と実現される図書館像に着目

用地それぞれの事業熟度の条件により，新中央図書館の整備時期が異なる。
できるだけスムーズに新中央図書館の事業が進められ，市民へ充実したサービスが提
供することができる用地が好ましい。

また，それぞれの用地での事業実施に際し，補助金や交付金などの適用可能性の高
い用地が好ましい。

柏市全体でのバランスのとれたまちづくりの推進に対して，用地によって新中央図
書館整備がまちづくりに与える影響は異なると考えられることから，上位計画との整
合性を評価の観点とする。また，中央図書館が備えるべき基本的な機能を実現させる
ために基本構想を踏まえながら，さらなる付加価値として実現される図書館像が用地
の特性によって異なることが考えられるため，その具体像を想定したうえで評価を行
なう。
これより，事業熟度，上位計画との整合性からみたまちづくりへの寄与・実現され

る図書館像について，総合的に評価する。

A

B

C

D

E

工事

評価

△

△

△

△

◎

■評価結果

【事業スケジュール】

【上位計画との整合性】

・Ａは，他の行政サービス施設等の複合利用について検討する必要がある
・Ｃは，図書等を移動し，工事期間中に保管する必要がある
・Ｄは，解体・移転する体育館等の施設について新たな計画を立てる必要がある
・Ｅは，まちづくり交付金の充当可能性が他候補地より高い

◎○○○◎評価

駅前立地による
利便性が高く，
多くの市民が集
中利用すること
による活発な文
化活動を促進し，
中心市街地の活
力を増進する

学校施設との
併設により，
多様な年齢層
の市民が一同
に介し，交流
できる可能
性がある

周辺の行政機関
の集積を活かし，
行政情報を集中
的に収集できる

地域の生活拠点
として整備され
る駅前に，公共
サービスを提供
する地域拠点の
ひとつとなる

国際キャンパス
タウン構想のも
とで，結集する
高度教育機関と
のスパイラル・
アップが期待で
きる

実現され
る図書館
像(案)

柏駅までの商
業ゾーンの活
性化を推進す
る立地

中学校施設と
併せて生涯学
習拠点となる
立地

市役所が隣接
する行政機関
の集約する立地

駅前整備及び周
辺の宅地開発に
よるまちづくり
を推進する立地

国際学術研究都
市としてまちづ
くりを推進する
立地

「人と情報をつなぐ・人と人をつなぐ」情報拠点の核となり，新たな情報文化の発展に
寄与し，「柏市の「きのう」「きょう」「あした」と市民をつなぐ」ために，安全性・
利便性・自在性に配慮した施設計画が立案できる。

基本構想
との整合
性

基
本
構
想
と
の
整
合
性

柏駅東口Ｄ街区
第一地区市街地
再開発事業

無無
柏都市計画事業
北柏駅北口土地
区画整理事業

柏北部中央地区
一体型特定土地
区画整理事業

進捗中の
事業

「ときめき・ふれあい・やすらぎのまち ライブ
タウン」を将来像と定め，中心市街地としての活
力を維持・増進し，地域内外に開かれた都心とし，
柏らしさを育て，発信し，実感できるまちを作る

中央及び北部ゾー
ンにまたがり，地
域の生活拠点とし
て生活支援機能を
導入し定住促進を
図る

柏の葉エリアを
中心とした「環
境・健康・交
流・創造」の国
際学術研究都市

第４次総
合計画に
おける位
置づけ

上
位
計
画
と
の
位
置
づ
け

ＥＤＣＢＡ評価項目

平成20年 平成23年平成22年平成21年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

７ 立地候補地の比較検討ー２ 行政の視点から見た評価（相対的評価）

竣工

◎△△△○評価

【相対的評価の総合評価】

工事 竣工

工事 竣工

竣工

工事着手体育館解体
・実施設計

工事着手

工事着手

工事着手

実施設計

実施設計

解体

体育館
竣工

竣工

基本設計

基本設計

機能移転

体育館
工事

工事

用地取得
立地利用
検討

用地取得事業調整

実施設計基本設計

体育館
設計

体育館
整備計画

事業計画認可
内装基本設計

内装実施設計
工事着手

工事


